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建設部　道路管理課

3403

michikanri@pref.nagano.lg.jp

平成24年度事務事業評価シート （23年度実施事業分）

事業番号 中期総合計画主要施策番号 3-11 部・課10 03

事　業　名 交通安全施設等整備事業（公共）
内　線

E-mail

担
当
課

07

社会資本整備重点計画法、交通安全施設等整備事業の推進に関する法律

実施方法
国庫･
県単

県が直接実施

実施期間 S41 根拠法令等

国庫補助事業

①
　
事
 
業
 
の
 
概
 
要
 
等

目　的
(必要性)

・交通事故の多発している道路や歩行者等の安全で円滑な移動を確保するする必要がある道路について、道路交通環境の
改善を行い、交通事故防止を図り、あわせて交通の円滑化を図る。

対　象 ・県管理道路

目指すべき姿
・交通安全施設等の整備に取り組み、年間交通事故死傷者を減少させ、歩行者の安全と円滑な交通を確保する。
（平成２４年度までに年間交通事故死者１００人以下を目標）

事業内容
・歩道の整備、交差点改良、登坂車線の整備、防護柵、標識、道路照明、道路情報提供装置等の整備。
　地域自主戦略交付金　（補助率：【国】6/10　【県】4/10）
　社会資本整備総合交付金（全国防災）　（補助率：【国】5/10　【県】5/10）

4,000,468

22年度 23年度事業費の主な内訳

千円 2,843,000 2,893,782  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(H24への繰越額：939,806千円)

千円 2,908,408

23年度 24年度（当初）

2,848,644 2,893,782

－

136,782131,885

2,848,644 －

36.40

②
事
業
コ
ス
ト

区　　分

　概　算
　人件費

人

単位

千円

千円 －

2,908,408

310,614

－

－36.40

千円／
箇所

千円

評価区分④
事
業
の
成
果

事業の目標(H23)

22年度

③
事
業
実
績
<効率指標(単位当りｺｽﾄ等)>

左記以外のH23年度実績

事業実施箇所数 箇所 55 54 54

23年度 24年度（見込）成果指標・活動指標内容 単位

県の関与を見直す
余地

・通学路の歩道整備要望が依然多く、交通事故死傷者は減少傾
向にあるものの、依然対策が必要な状況にある。
・交通安全施設等整備事業の推進に関する法律により、県管理
道路の交通安全施設等の整備については道路管理者である県
が行う。事業改善（有効性・

効率性）の余地

□　余地あり

■　当面余地なし □　余地あり

□　当面余地なし

□　増加 □　減少

■　余地なし

□　余地なし

判
定
の
説
明

b
期待どおり

■　横ばい

⑥
総
合
分
析
等

総合分析
(今後の課題、
取組方針等)

年間交通事故死傷者は減少しているものの、平成23年の交通事故死者は増加に転じたことから、早期に効果が発
揮されるよう効率的かつ、効果的な事業執行を継続する必要がある。

特記事項

⑤
事
業
の
課
題

区　分 判　定　・　説　明

事業ニーズの変化

平成23年度完了箇所数　14箇所

（効果指標算出式）
　概算事業費÷箇所数

・平成24年度目標達成に向けて、前年より交通事
故死者数を減少させる。

平成23年の交通事故死者は１１５人であり、目標の前年（平成２２年１１０人）
を下回ることが出来なかったが、負傷者は対前年比-2.4％と減らすことが出
来た。

事業成果・評価

52,880 52,753 53,589


